
気持ちを切り替えて、前期後半スタート！

大仙市立大曲南中学校 学校報 ＮＯ．１０

学校教育目標 「自立」「協働」「創造」

～高い志をもち、互いに磨き合い、よりよい自分を求めていく生徒の育成～

朝 風 平成２８年８月２５日

１ヶ月あまりの夏休みも終わり、残暑厳しい中で前期
の後半がスタートしました。今年の夏休みは、生徒達に
事故や怪我がなく、安全に過ごせたことが何よりです。
昨日の生徒集会で、生徒発表や夏休みの生活についての
インタビューが行われましたが、一人一人が充実した夏
休みを過ごしたようです。また、大仙市の事業に参加し
たり、貴重な体験をした生徒もいました。
前期後半は、田沢湖駅伝、期末テスト、新人戦、そし

て大きな学校行事である「南中祭」もあります。気持ち
を切り替え、新たな目標を設定しながら、前期のよい締
めくくりができるようにがんばってほしいと思います。

夏休み明け集会の生徒発表から
「夏休みにがんばったことと反省したいこと」 １年 高橋 大尊

この夏休み中には、がんばったことと反省したいことが
あります。
がんばったことは、部活の剣道です。夏休み中の剣道

は、朝に練習をします。自分の場合、起きて一時間が経っ
ていない体で剣道をするのは、少し厳しかったです。それ
よりも厳しかったのは、体育館での練習です。短い時間の
練習でしたが、動く距離がとても長くて厳しかったです。
反省したいことは、宿題と一人勉強です。自分は、後に

残してしまうタイプの人間なので、８月に入ってから気が
重くなってしまいました。次の長い休みの時は、宿題と一
人勉強などを後に回さないで、一日一日の勉強をちゃんと
やって、休みの後半が苦しくならないようにしたいです。この反省を生かして、今日から始ま
る前期後半は、毎日の勉強をしっかりと積み重ねていきたいです。

「夏休みを振り返って」 ２年 佐々木 万穂
今年の夏休みで特に印象に残っているのは首都圏大学・

研究所派遣事業に参加したことです。
大仙市内の中学校から１８名が集まり、ＪＡＸＡや千葉

大学医学部を見学しました。そのなかで、千葉大学医学部
の野田教授のお話が印象に残っています。細菌をテーマ
に、菌をどのように活用し対処していくかというお話でし
た。
人や動物を病気にする病原菌は、始めの頃青カビから作

られる抗生物質を使って治すことが可能でした。しかし、
その抗生物質に抵抗力をもった菌が出現しました。それに
はワクチン投与で治しました。しかし今度はワクチンに抵抗する菌が現れ、新しい薬を作らな
くてはいけないことになってしまいました。僕は菌が短期間で何回も進化していることに驚き
ました。また病原菌はねずみ算式に増えていくことを知りました。一個の菌が１２時間で約６
４０億個になるのだそうです。
しかし、研究者達は新しい菌に対応できる薬を開発しようと日々研究を続けています。そこ

には、一つの答えで満足せずもっと良い答えはないか考えたり、物事を一方からだけでなく様
々な方向から考えてみたりする姿勢が必要でした。
僕はこの姿勢は、自分のこれからの学習にも大切なことだと感じました。優れた研究は日々

の小さな見方や考え方から生まれるのだと思います。一つの答えで満足せず、様々な考え方を
することを意識して、学習に取り組みたいと思います。



「中学校生活最後の夏休みを過ごして」 ３年 時田 汐里
今年の夏休みは、私にとっても３年生全員にとっても大切

な１ヶ月間でした。勉強面では夏休み明けテストに向けての
勉強と平行して、学習会でわかった自分の苦手な部分を克服
するために頑張りました。完璧に克服はできていませんが少
しでも苦手意識をなくせたのはよかったです。それを生かし
てこれからのテストでは点数を上げていきたいです。
生活面では、長期休みになると乱れてしまう生活も、健康

カードの生活習慣表で悪かったところを気をつけて過ごしま
した。しかし、夏バテしてしまったり、疲れがなかなかとれ
なかったりと、身体の面ではしっかり管理することができま
せんでした。これから様々な行事があるので体調を崩さないようにしたいです。
そして、大仙市非核レポーターに参加しました。広島に行き、戦争のことや被爆した時の様

子、体験者の話を聞いたりしてきました。見たり聞いたりしたときは、とても悲しく心を傷め
ました。なぜなら、今まで知らなかった事実があまりにも残酷なものだったからです。私はこ
のことを伝え、平和の尊さを実感してもらえたらよいなと思っています。
夏休みに体験したこと、学んだことをこれからの学校生活にも取り入れ、受検までの一日一

日を大切に過ごしていきたいと思います。

夏休み中のトピック２０１６
今年の夏休みは、なんといってもリオオリンピックで日本中が盛り上がりました。夜中に観

戦していた生徒もいたようです。日本人選手の活躍を見て、最後まであきらめずに粘り強く戦
う姿や、強い精神力に感動した人も多かったのではないでしょうか？この選手達の姿から、何
かを感じ、自分自身の成長に生かすことができたなら幸いです。
さて、休み中に地域の行事への参加や小・中合同クリーンアップ、アルミ缶回収等、南中生

の活躍も輝りました。特に、角間川の盆踊りには「南中半纏」を着て参加し、例年以上に雰囲
気が盛り上がりました。
■８／１６角間川の盆踊りに全校生徒が参加

■８／２１アルミ缶・古紙回収

保護者の皆様や地域の皆様のご協力ありがとうございました！

吹奏楽部 秋田県大会で金賞受賞！
７／３１に、秋田県民会館で全日本吹奏楽コンクール第５８回秋田県大会が行われました。

本校の吹奏楽部は、小編成の部に出場し見事金賞を受賞しました。県南大会から更に上を目指
して練習を積み重ねてきた成果が実り、全員の心が一つになった見事な演奏で、観客を魅了し
ました。


